
　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
今
年

も
わ
ら
の
文
化
の
体
験
教
室
を
開

催
し
ま
す
。「
ほ
た
る
か
ご
」
は
、

わ
ら
を
ら
せ
ん
状
に
編
ん
だ
も
の

で
、
中
に
ほ
た
る
を
入
れ
て
楽
し

む
も
の
で
す
。
昔
の
人
は
誰
も
が

作
っ
た
こ
と
の
あ
る
「
ほ
た
る
か

ご
」
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
日
時
　
６
月
11
日
（
土
）

　
13
時
30
分
〜

▼
場
所
　
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
人
数
　
50
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
　

　
歴
史
民
俗
資
料
館

９
３
２
・
６
３
１
２

　
桜
花
咲
く
春
４
月
、
町
内
の
幼

稚
園
、
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学

校
で
、
入
園
や
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の
入
園
・
入

学
者
数
は
、
幼
稚
園

１
０
８
人
（
東
・
36

人
、
南
・
51
人
、
西
・

21
人
）、
町
立
保
育

所
53
人
（
第
一
・
14
人
、
第
二
・

25
人
、
か
や
の
・
14
人
）、
小
学

校
２
７
１
人
（
第
一
・
１
１
８
人
、

第
二
・
１
０
６
人
、
第
三
・
47
人
）、

中
学
校
２
４
９
人
（
須
恵
中
・
１

７
０
人
、
東
中
・
79
人
）
で
し
た
。

　
式
は
、
校
長
の
式
辞
や
教
育
委

員
会
の
告
辞
、
担
任
の
紹
介
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

　
４
月
11
日
（
月
）
に
行
わ
れ
た

第
二
小
学
校
の

入
学
式
で
は
、

在
校
生
を
代
表

し
て
６
年
生
児

童
が
「
明
日
か

ら
い
っ
し
ょ
に

勉
強
し
た
り
遊

ん
だ
り
し
ま
し
ょ

う
」
と
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
を
述

べ
、
歌
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
し
ま

し
た
。

ド
キ
ド
キ 

ワ
ク
ワ
ク
の
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト

消
防
団
入
退
団
式

消
防
団
入
退
団
式

「
ほ
た
る
か
ご
」
作
り
ま
せ
ん
か
？

　
平
成
17
年
度
須
恵
町
消
防
団
入

退
団
式
が
、
３
月
27
日
（
日
）
に

あ
お
ば
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
合
屋
浩
二
副
団
長

以
下
８
人
の
分
団
長
が
退
任
さ
れ
、

新
副
団
長
に
は
長
澤
義
一
氏
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
12
人
の

新
入
団
員
が
誕
生
し
、
代
表
し
て

須
恵
分
団
の
長
崎
和
貴
さ
ん
が
、

力
強
い
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　
感
謝
状
や
団
員
辞
令
な
ど
を
受

け
ら
れ
た
人
た
ち
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
（
　
）

内
は
分
団
名
）

▼
退
団

 

・
副
団
長
　
合
屋
浩
二

 

・
分
団
長
　
▽
中
島
隆
（
新
生
）　

　
▽
亀
山
逸
郎
（
旅
石
）
▽
世
利

　
昌
信
（
須
恵
）
▽
湯
下
剛
（
新

　
原
）
▽
小
山
田
寛
司
（
上
須
恵
）

　
▽
佐
藤
展
元
（
佐
谷
）
▽
今
泉 

　
宏
暢
（
甲
植
木
）
▽
百
田
重
之

　（
乙
植
木
）

▼
新
入
団
員
　
▽
鈴
木
学
（
佐
谷
）

　
▽
松
山
藤
光
（
佐
谷
）
▽
田
原

　
久
司
（
上
須
恵
）
▽
江
藤
拓
児

　（
須
恵
）
▽
長
崎
和
貴
（
須
恵
）

　
▽
竹
田
夏
輝
（
須
恵
）
▽
今
泉

　
慶
太
（
甲
植
木
）
▽
稲
永
武
彦

　（
乙
植
木
）
▽
安
武
友
彦
（
旅
石
）

　
▽
重
隼
人
（
新
生
）
▽
宮
園
勉

　（
新
原
）
▽
中
山
圭
介
（
新
原
）

▼
優
良
団
員
表
彰
　
▽
三
角
栄
司

　（
旅
石
）
▽
山
下
繁
弥
（
佐
谷
）

　
▽
伊
藤
泰
彦
（
飛
越
）
▽
長
岡

　
英
俊
（
上
須
恵
）
▽
蔵
座
武
（
上

　
須
恵
）
▽
白
水
誠
（
須
恵
）
▽

　
前
田
裕
二
（
新
生
）

　
第
30
回
カ
ナ
ダ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
大
使
派
遣
事
業
「
カ
ナ
ダ
学
校

交
流
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
＆
ス
キ
ー
」

（
訪
問
先
・
カ
ナ
ダ
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

市
、
３
月
27
日
〜
４
月
４
日
、
カ

ナ
ダ
友
好
協
会
主
催
）
に
、
本
町

か
ら
の
参
加
者
が
あ
り
、
貴
重
な

体
験
記
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
須
恵
町
更
生
保
護
女
性
会
（
印

藤
ヨ
シ
子
会
長
）
が
、
財
団
法
人

日
立
み
ら
い
財
団
か
ら
更
生
保
護

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
同
財
団
が
、
法
務
省
保

護
局
か
ら
推
薦
さ
れ
た
更
生
保
護

事
業
を
行
う
団
体
の
中
か
ら
、
模

範
と
な
る
活
動
を
展
開
す
る
団
体

に
対
し
て
贈
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
同
女
性
会
は
、
本
町
に
更
生
保

護
施
設
が
設
立
さ
れ
た
昭
和
40
年

以
来
、
同
施
設
に
対
し
て
援
助
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
内

容
は
、
定
期
的
に
衣
類
な
ど
の
提

供
や
布
団
の
洗
濯
、
各
部
屋
へ
手

作
り
の
の
れ
ん
や
花
か
ご
の
飾
り

付
け
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
11
年
か
ら
は
子
育
て

支
援
活
動
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
こ
れ
ら
の
長
年

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
３
月
23
日
に
福
岡
保
護
観
察
所

で
開
催
さ
れ
た
、
福
岡
県
更
生
保

護
女
性
連
盟
役
員
会
の
席
上
で
伝

達
式
が
行
な
わ
れ
、
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

森
永 

友
理
（
南
米
里
区
・
14
歳
）

　
初
め
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行

く
の
が
と
て
も
不
安
で
し
た
。
自

分
は
、
英
語
が
全
然
話
せ
な
い
か

ら
、「
相
手
と
う
ま
く
や
っ
て
い
け

る
だ
ろ
う
か
。」
と
か
「
友
だ
ち
が

で
き
な
か
っ
た
ら
・
・
・
。」
と
か
、

心
配
ご
と
は
色
々
あ
り
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
ス
テ
イ
の
家
に
着
い
て

み
る
と
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

私
た
ち
に
気
を
つ
か
っ
て
、
英
語

の
会
話
を
少
し
分
か
り
や
す
く
話

し
て
く
れ
た
り
、
私
が
風
邪
を
ひ

い
た
時
も
、「
大
丈
夫
？
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
の
食
事

も
、
日
本
と
は
だ
い
ぶ
ん
違
っ
た

け
ど
、
ど
れ
も
お
い
し
か
っ
た
。

多
少
、
口
に
合
わ
な
い
物
も
あ
っ

た
け
ど
・
・
・
。

　
初
体
験
だ
っ
た
ス
キ
ー
は
、
と

て
も
難
し
か
っ
た
。
滑
り
お
り
た

時
、
止
ま
る
コ
ツ
が
つ
か
め
な
く

て
、
苦
戦
し
た
の
を
ハ
ッ
キ
リ
と

覚
え
て
い
ま
す
。
学
校
交
流
で
は
、

み
ん
な
優
し
く
て
か
わ
い
か
っ
た
。

韓
国
の
人
や
カ
ナ
ダ
の
人
た
ち
と
、

す
ご
く
仲
良
く
で
き
て
楽
し
か
っ

た
。「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
の

振
り
を
、
み
ん
な
が
や
っ
て
く
れ

た
こ
と
に
は
感
激
し
ま
し
た
！
。

　
家
族
と
の
自
由
行
動
で
は
、
ボ
ー

リ
ン
グ
に
行
き
ま
し
た
。
ボ
ー
ル

の
サ
イ
ズ
は
、
片
手
で
つ
か
め
る

小
さ
い
サ
イ
ズ
で
、
指
を
入
れ
る

穴
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ピ
ン
は
５
つ

し
か
な
く
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
狙
っ

て
も
１
本
く
ら
い
し
か
倒
れ
な
い 

・
・
・
そ
う
い
う
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

な
か
な
か
倒
れ
な
い
か
ら
、
や
り

が
い
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
楽
し
か
っ
た
日
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
最
終
日
が
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。
初
日
は
、「
ま
だ
一
週

間
も
あ
る
な
ぁ
。」
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、
過
ぎ
て
み
る
と
「
も
う
明

日
帰
る
の
!?
。」
で
し
た
。
仲
良

く
話
し
た
友
だ
ち
と
も
、
も
う
お

別
れ
な
ん
だ
と
思
う
と
さ
み
し
く

な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

家
の
人
と
も
お
別
れ
で
す
。
最
後

は
、「I

、llm
issyo

u
.

」
と
い
っ
て

別
れ
ま
し
た
。
本
当
に
さ
み
し
か
っ

た
。
家
に
は
11
歳
の
男
の
子
が
い

た
ん
で
す
が
、
本
当
の
弟
み
た
い

で
す
ご
く
遊
ん
で
い
た
か
ら
別
れ

が
つ
ら
か
っ
た
。
最
後
に
抱
き
し

め
た
時
、
さ
よ
う
な
ら
っ
て
言
え

な
か
っ
た
。

　
悲
し
か
っ
た
け
ど
、
た
く
さ
ん

の
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

友
だ
ち
も
で
き
た
。
と
て
も
よ
い

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
思
い
出
も
た
く
さ
ん
で
き
ま

し
た
。
み
ん
な
と
会
え
て
よ
か
っ

た
で
す
。
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で

す
。

「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
て
」

リ
ポ
ー
ト

 

第
30
回
カ
ナ
ダ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
大
使

　
　
　
　
　
　
　 

派
遣
事
業
に
参
加
し
て
　

更
生
保
護
女
性
会
が

更
生
保
護
女
性
会
が

　
　
　
　
　
　
奨
励
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
奨
励
賞
受
賞

更
生
保
護
女
性
会
が

　
　
　
　
　
　
奨
励
賞
受
賞
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